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1. 研究成果の概要

都市グリーンインフラ
都市近郊の緑地や樹林地の
持続的管理による快適で安全な都市生活環境の実現

緑地や里山林の整備
モニタリング

管理放棄にともなう
ナラ枯れ被害調査

里山林の管理再開にむけた
公開型セミナーの開催

2023年10月神戸大学にて開催
（谷内ら. 2023, 森林応用研究）

ドローンとGISによる広域把握
（Yoshioka et al. 2023, Landscape Ecol Eng）

伐採計画～伐採後の現地調査
（徳本ら. 2024, 日本生態学会大会）



２. 研究成果の学術的意義や社会的意義

都市化や温暖化に直面するなか、都市緑地

や樹林地などのグリーンインフラは私たち

の生活に欠かせない環境調節・防災機能を

担う。グリーンインフラの持続的管理を実

現するためには、現状の実態把握、所有者

やサービスを享受する市民の意識向上、モ

ニタリングの実施が不可欠である。本研究

の成果から、神戸市内のグリーンインフラ

の持続的管理の必要性が明らかになり、整

備戦略の策定に必要な基礎情報が得られた。
ポートアイランド中公園の緑地（神戸市中央区）



３. 研究開始当初の背景

神戸市は六甲山を市民の憩いの場である「都市山」と位置づけ、これを背景とした

緑豊かな街づくりを目指している。また、市内には様々な公園・緑地・樹林地が存

在し、これらのグリーンインフラを持続的に維持管理していくことで、安心・安全

な生活環境を維持することができる。その一方で、地球温暖化をはじめとした環境

変化により、都市グリーンインフラの持続可能性が危惧されている。

さらに近年、かつての里山を含む郊外の樹林地では、マツ枯れやナラ枯れなどの

病害が拡大している。これらの課題を解決し、神戸市のグリーンインフラを健全な

状態で持続させるためには、市民による緑地利用の実態を明らかにし、求められて

いる都市緑地の将来像と、温暖化適応を両立する持続可能なグリーンインフラ整備

戦略の立案が必要である。



4. 研究の目的

本研究では、グリーンインフラの持続的

管理による快適で安全な都市生活環境の

実現に資するため、神戸市内の緑地や樹

林地を対象に、神戸市の都市緑地に求め

られる社会・経済・環境的機能を明らか

にするとともに、市民参加の普及および

市民参加による整備戦略の策定を検討す

ることを目的とした。

市民参加による里山林の整備（神戸市北区）



５. 研究の方法

1. 近年全国的に問題となっているナラ枯れの被害状況の把握

神戸市北区の樹林地を対象として、ドローンで撮影した航空写真からナラ枯れ被害の範囲や枯死木の数・樹

種を判別し地理情報システム（GIS)を用いて解析した。現地を踏査して被害木の詳しい状況を調査した。

2. 里山林の管理再開にむけた公開型セミナーの開催

神戸市内における調査のパイロット研究として、長野県大町市において里山樹林地の活用に関する実地調査

を実施した。得られた成果を一般公開型のセミナーを開催して意見交換をおこなった。

3. 緑地や里山の整備とモニタリングの実施

神戸市北区の民有林や六甲山上の緑地において、伐採による整備の効果を検証するために、伐採前の資源量

調査や伐採後の植生や土壌環境のモニタリングを実施した。

これらの情報を市民にフィードバックすることで、都市緑地の温暖化対策や里山林

の衰退について市民の関心度高め、市民参加型のグリーンインフラの整備を目指す



６. 研究成果

郊外の樹林地の社会・経済的
機能として、神戸市内におけ
る実証例を含む、ナラ枯れ対
策に有効な木材資源の活用お
よび資源循環に向けた取り組
みについて、市民と情報共有
した（谷内ら. 2023）

神戸市北区の管理放棄され
た里山林において、ナラ枯
れ被害による植生の変化が
明らかとなり、環境機能の
維のために積極的な管理の
必要性が明らかとなった
（Yoshioka et al. 2023）

市民参加による里山や緑地の整備イベント立ち上げ
こうべ森と木のプラットフォームでの協働

六甲山系の環境機能として、
多様な景観と生物多様性を
目指し、植生の伐採管理に
よる、林内の環境変化と植
生の多様性への効果が明ら
かとなった（徳本ら. 2024）
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